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研究要旨 
 
特発性後天性全身性無汗症では汗腺CEA発現増加に起因した血清CEA高値を認める．血清CEA値は無汗症
が改善すると低下し，無汗症の治療効果判定の指標となり得る 

 
 
 
Ａ．研究目的 
近年，特発性後天性全身性無汗症（AIGA）で血清
carcinoembryonic antigen（CEA）値の高値，汗腺C
EA発現の増加が報告された．本研究では血清CEA値
測定がAIGAの治療効果，予後の判定に有効か否かを
検討する． 
 
Ｂ．研究方法 
AIGAの17例（36±12歳：mean±SD）を対象とした．
このうち，13例は無汗期，8例は寛解期に血清CEA
値を測定した．4例は無汗期から寛解期の変動を検
討した．さらに，罹病期間，無汗の重症度（範囲），
コリン性蕁麻疹の有無と血清CEA値の関係を検討し
た．なお，全例で腫瘍はなく，発症前数年間は喫煙
もしていなかった． 
 
Ｃ．研究結果 
血清CEA値が5.0 ng/mL以上の高値を示した症例
は無汗期13例中11例，寛解期8例中2例，無汗期CEA
値は1.1～28.6 ng/ml（12±9），寛解期0.8～12.4
（5±3）で無汗期が有意に高値であった（p<0.05）．
経過観察しえた4例では13±8（全例5.0以上）から6
±4へ全例低下し2例が正常化した（図1）．血清CE
A値と発症年齢には有意な相関関係はなかった（図
1）．血清CEA値と発症年齢には有意な相関関係はな
かった（図2）．血清CEA値（無汗期）は罹病期間に
は無関係であった（図3）．血清CEA値はコリン性蕁
麻疹・疼痛発作の有無には無関係であった（図4）．
血清CEA値は無汗の重症度には無関係であった（図
5）． 
 
Ｄ．考察 
AIGA多数例による血清CEA値の検討では，AIGAの
無汗期では85％で血清CEA値が5.0 ng/ml以上の高
値を認めた．治療後もしくは自然寛解後の寛解期
（発汗期）に比較して有意に高値であった．経過を
観察した4例の血清CEA値は全例，寛解期に低下して
おり，血清CEA値はAIGA無汗期に高値を示すこと，
同一症例においては無汗の程度と連動して変動し，
寛解すると低下することが示された．無汗期の血清
CEA値は無汗の発症年齢，罹病期間との関係は認め
なかった．また，コリン性蕁麻疹・疼痛発作の有無，
重症度との関係もなかった． 

本研究では血清CEA値の程度に影響を及ぼす因子は
明らかではなかった．AIGAの血清CEA値は汗腺CEA
発現に依存すると報告されている2)．この汗腺CEA
発現には全身無汗であることに加えて，高度に発汗
誘発刺激が持続するという条件が必要なのかもし
れない．暑熱環境や運動を避けているAIGA症例では
汗腺CEA発現増加は軽度で，血清CEA値も正常であっ
た可能性がある． 
Ｅ．結論 
AIGAでは汗腺CEA発現増加に起因した血清CEA高値
を認める．血清CEA値は無汗症が改善すると低下し，
無汗症の治療効果判定の指標となり得る． 
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図 1：AIGA の血清 CEA 値 
点線は同一症例の変動を示す． 
 

 
図 2：発症年齢と血清 CEA 値（無汗期） 
 

 
図 3：罹病期間（無汗期）と血清 CEA 値 
 

 
図 4：コリン性蕁麻疹と血清 CEA 値（無汗期） 
 

 
図 5：無汗の重症度と血清 CEA 値（無汗期） 
 
 

 


